
５Ｓができていないときの
潜在的な危険

１．書類が整理されていない（新旧の書類が交ざっている）
→ 間違った書類に記入する可能性がある

２．必要な書類がすぐ取り出すことができない
→探す時間がかかり、仕事に余裕がなくなる
その結果、急いでやるためミスを起こしてしまう

３．院内の廊下に不要なものが置かれている
→患者や職員が転倒する可能性がある

４．使用していない材料が保管されている
→本来使ってはいけない材料を間違って使う


